
　

一
、
は
じ
め
に

　

稿
者
は
、
比
況
表
現
の
史
的
変
遷
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
森
脇

（
二
〇
〇
四
）、（
二
〇
〇
七
）
で
、
仮
名
文
学
作
品
に
用
い
ら
れ
た
「
似
る
」

の
意
味
用
法
を
、
森
脇
（
二
〇
〇
六
）
で
は
、「
ご
と
し
」
の
文
体
論
的
出
現

状
況
を
中
心
に
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
特
に
、
動
詞
「
似
る
」
に
つ
い

て
は
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
得
た
（
必
要
な
部
分
を
纏
め
て
示
す
。
以
下
、
傍

線
稿
者
）。

・「
似
る
」
は
、
否
定
辞
と
共
に
用
い
ら
れ
る
用
法
が
多
数
で
あ
り
、
こ
の
点

　

で
は
、「
ゴ
ト
シ
」
と
い
う
よ
り
も
、漢
文
訓
読
語
「
シ
ク
」（「
シ
カ
ズ
」
等
）

　

に
近
似
の
性
質
を
有
す
る
。

・
否
定
辞
と
共
起
す
る
「
似
る
」
否
定
形
は
、形
式
名
詞
「
も
の
」
や
「
べ
し
」

　

が
介
在
す
る
用
法
が
あ
り
、
こ
の
用
法
は
漢
文
訓
読
語
「
シ
ク
」
と
共
通
性

　

が
あ
る
。

・
否
定
辞
と
共
起
し
な
い
「
似
る
」
肯
定
形
は
、「
り
・
た
り
」
と
共
起
す
る
。

　

例
外
は
「
似
て
」
形
で
あ
る
が
、
極
め
て
少
数
で
あ
る
。

・「
り
・
た
り
」
と
共
起
し
な
い
「
Ａ
、
Ｂ
に
似
る
＋
否
定
辞
」
の
用
例
に
お 

　

い
て
は
、
概
し
て
、
Ａ
は
、
具
体
的
な
事
柄
や
抽
象
的
な
事
柄
が
あ
り
、
Ｂ

　

に
は
「
一
般
性
」
や
「
標
準
的
」
と
い
っ
た
性
質
が
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
中
で
「
似
る
」
の
意
味
用
法
は
、
所
謂
漢
文
訓
読
語
「
シ
ク
」
と
の
共

通
性
が
高
い
、
と
い
う
こ
と
を
結
論
と
し
て
提
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
仮
名
文

中
に
表
れ
た
「
し
く
」
の
意
味
用
法
と
の
比
較
対
照
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詳
細

を
十
分
に
明
ら
か
に
せ
ず
、
言
及
が
不
十
分
で
あ
っ
た（
注
１
）。

　

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
仮
名
文
中
に
表
れ
る
「
し
く
」
の
意
味
用
法
に

つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

　

現
代
語
の
場
合
、
動
詞
「
し
く
」
は
、「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」「
三
十
六

計
逃
ぐ
る
（
逃
げ
る
）
に
し
か
ず
」
等
の
よ
う
な
格
言
、
或
い
は
諺
等
に
残
る

の
み
で
あ
り
、
常
に
「
ず
」「
な
し
」
の
よ
う
な
否
定
語
を
伴
う
。

　

そ
こ
で
、「
し
く
」
が
表
れ
る
作
品
毎
の
用
例
数
を
表
に
し
て
示
す
と
、
次

の
よ
う
に
な
る
（
表
Ⅰ
）。

　

以
下
、
各
時
代
毎
に
「
し
く
」
の
意
味
用
法
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　

動
詞
「
し
く
」
の
意
味
用
法
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

 

 

森　

脇　

茂　

秀　
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二
、
上
代
の
「
し
く
」　

―
「
万
葉
集
」
の
用
例
―

　
「
万
葉
集
」
に
は
「
し
く
」
の
用
例
が
12
例
存
す
る
。
以
下
、
用
例
に
則
し

て
コ
メ
ン
ト
す
る
。

﹇
用
例
１
﹈
穂
積
皇
子
に
勅
し
て
、
近
江
の
志
賀
の
山
寺
に
遣
は
す
時
に
、
但

馬
皇
女
の
作
ら
す
歌
一
首

後
れ
居
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
追
ひ
し
か
（
及
）
む
道
の
隈
回
に
標
結
へ
我
が

背 

（
巻
二　

一
一
五
）

　
﹇
用
例
１
﹈は
、「
後
に
残
っ
て
恋
し
く
思
っ
て
い
る
く
ら
い
な
ら
、跡
を
慕
っ

て
追
い
つ
き
た
い
。
道
の
曲
が
り
目
ご
と
に
印
を
付
け
て
お
い
て
下
さ
い
、
あ

な
た
。」（『
新
大
系
』）
と
解
釈
で
き
る
用
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
し
く
」
は
、

後
世
の
よ
う
な「
否
定
語
」と
共
起
す
る
用
法
で
は
な
く
、否
定
語
を
伴
わ
な
い
、

作品名 成立年代 用例数 備考
万葉集 （759） 12 （除外）「しけ」１
東大寺諷誦文稿 （830？） 1 には如か不（ジ）
竹取物語 （859？） 0
古今和歌集 （905） 0
延喜式祝詞 （905-927） 0
伊勢物語 （900？） 0
土左日記 （935） 0
後撰和歌集 （951） 0
大和物語 （956） 0
蜻蛉日記 （974） 1 和歌　数にはしかじ
三宝絵詞 （984） 9
落窪物語 （988） 0
枕草子 （1002） 1 しく月はなし
和泉式部日記 （1004） 1 和歌　月にしかじ
源氏物語 （1008） 3
紫式部日記 （1008） 1 にしくべいやうのなければ
堤中納言物語 （1005） 0
更級日記 （1060） 0
栄花物語 （1060） 0
夜の寝覚 11世紀後半？ 0
大鏡 （1086） 0
法華百座聞書抄 （1110） 0
古本説話集 （1126～1201） 0
佛教説話集 （1140） 7 シカジ６　シク１
詞歌和歌集 （1151） 0
梁塵秘抄 （1169） 1 しくはなし
三教指帰注 院政後期 0
宝物集 （1178） 0
千載和歌集 （1188） 1
宇治拾遺物語 （1210頃） 0
方丈記 （1212） 4
保元物語 （1221） 4
平治物語 （1221？） 1
宝物集 （鎌倉初期） 0
延慶本平家物語 （1309） 17
徒然草 （1330頃） 12
遊仙窟 （1344） 1 しくものなし
湯山聯句抄 （1504） 1 シカヌゾ
中華若木詩抄 （1534？） 11
天草版平家物語 （1592） 7
天草版伊曽保物語 （1593） 4
天正狂言本 （1578？） 1 しくはなし
大蔵虎明本狂言集 （1642） 1 しくはなし
大蔵虎清本狂言集 （1646） 0
きのふはけふの物語（1624)笑話 1 しく事なし
醒睡笑 （1623～8）笑話 7 しくはあらじ２
雨月物語 （1768～76） 2 しかず２

計 112

表１
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助
動
詞
「
む
」
と
承
接
し
、「
し
か
む
」
形
と
な
っ
て
い
る
点
、
特
筆
さ
れ
る

用
例
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
「
し
く
」
は
「
追
ひ
し
く
」
と
複
合
動
詞
で

あ
り
、「
追
い
つ
く
」
と
い
う
意
で
あ
る
が
、「
し
く
」
の
対
象
が
「
に
」
で
表

出
し
て
い
な
い
と
い
う
点
も
注
目
さ
れ
る
。

﹇
用
例
２
﹈
反
歌

 

今
日
の
日
に
い
か
に
か
及
か
む
（
及
）
筑
波
嶺
に
昔
の
人
の
来
け
む
そ
の
日
も

 

（
巻
九　

一
七
五
四
）

﹇
用
例
３
﹈
夜
光
る
玉
と
い
ふ
と
も
酒
飲
み
て
心
を
遣
る
に
あ
に
及
か
（
若
）

め
や
も 

（
巻
三　

三
四
六
）

﹇
用
例
４
﹈
勝
鹿
の
真
間
娘
子
を
詠
む
歌
一
首　

并
せ
て
短
歌

　
（
略
）
錦
綾
の
中
に
包
め
る
斎
ひ
児
も
妹
に
及
か
（
及
）
め
や
（
略
）

 

（
巻
九　

一
八
〇
七
）

﹇
用
例
５
﹈
反
歌

 

銀
（
し
ろ
か
ね
）
も
金
（
く
が
ね
）
も
玉
も
な
に
せ
む
に
優
れ
る
宝
子
に
及
か

（
斯
迦
）
め
や
も 

（
巻
五　

八
〇
三
）

　
﹇
用
例
２
﹈
は
「
今
日
の
日
に
ど
う
し
て
及
ぼ
う
か
、及
ば
な
い
」、﹇
用
例
３
﹈

は
そ
の
前
に
「
あ
た
ひ
な
き
宝
と
い
ふ
と
も
一
杯
の
濁
れ
る
酒
に
あ
に
ま
さ
め

や
も
」と
あ
り
、そ
の
対
比
と
し
て
、「
し
か
め
や
も
」と
あ
る
。『
新
大
系
』は
、

「
あ
た
ひ
な
き
宝
」
を
漢
文
訓
読
の
語
法
と
指
摘
し
、
こ
こ
で
は
漢
文
訓
読
的

要
素
を
指
摘
で
き
よ
う
が
、
副
詞
「
あ
に
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
「
酒
を
飲
ん

で
心
を
は
ら
す
こ
と
に
何
で
ま
さ
ろ
う
か
。ま
さ
り
は
し
な
い
」と
所
謂「
反
語
」

と
し
て
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。﹇
用
例
４
﹈
も
﹇
用
例
２
﹈﹇
用
例
３
﹈
と
同

じ
く
「
反
語
」
と
し
て
「
錦
や
綾
の
中
に
包
ん
だ
、
大
切
に
し
て
い
る
子
ど
も

も
ど
う
し
て
及
ぼ
う
か
。
及
ば
な
い
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。﹇
用
例
５
﹈

は
「
ど
う
し
て
子
と
い
う
す
ぐ
れ
た
宝
に
及
ぼ
う
か
、
及
ば
な
い
」
と
い
う
意

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
『
新
大
系
』
は
、﹇
用
例
３
﹈
と
同
じ
く
「
漢
文
を
訓
読

し
た
よ
う
な
歌
」
と
指
摘
す
る
。

﹇
用
例
６
﹈
紅
は
う
つ
ろ
ふ
も
の
そ
橡
（
つ
る
は
み
）
の
な
れ
に
し
衣
に
な
ほ

及
か
（
之
可
）
め
や
も 

（
巻
十
八　

四
一
〇
九
）

﹇
用
例
７
﹈ 

橡
（
つ
る
は
み
）
の
衣
解
き
洗
ひ
真
土
山
本
つ
人
に
は
な
ほ
及
か

（
如
）
ず
け
り 

（
巻
十
二　

三
〇
〇
九
）

﹇
用
例
８
﹈
帥
大
伴
卿
、
吉
野
の
離
宮
を
遙
か
に
思
ひ
て
作
る
歌
一
首

隼
人
（
は
や
ひ
と
）
の
瀬
戸
の
巌
も
鮎
走
る
吉
野
の
瀧
に
な
ほ
及
か
（
及
）
ず

け
り 

（
巻
六　

九
六
〇
）

﹇
用
例
９
﹈
黙
居
り
て
賢
し
ら
す
る
は
酒
飲
み
て
酔
ひ
泣
き
す
る
に
な
ほ
及
か

（
如
）
ず
け
り 

（
巻
三　

三
五
〇
）

﹇
用
例
10
﹈
大
伴
坂
上
郎
女
の
晩
の
萩
の
歌
一
首

咲
く
花
も
を
そ
ろ
は
厭
は
し
お
く
て
な
る
長
き
心
に
な
ほ
及
か
（
如
）
ず
け
り

 

（
巻
八　

一
五
四
八
）

﹇
用
例
11
﹈
他
田
広
津
娘
子
が
梅
の
歌
一
首

梅
の
花
折
り
も
折
ら
ず
も
見
つ
れ
ど
も
今
夜
の
花
に
な
ほ
及
か
（
如
）
ず
け
り

 

（
巻
八　

一
六
五
二
）

　
﹇
用
例
６
﹈
は
「
つ
る
ば
み
で
染
め
た
地
味
な
衣
（
連
れ
添
っ
た
妻
）
に
や

は
り
及
ぶ
は
ず
が
な
い
」
と
解
釈
で
き
、﹇
用
例
７
﹈
は
﹇
用
例
６
﹈
の
類
歌

で
あ
る
が
、文
末
が
否
定
語
を
伴
い
「
ず
け
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
に
」

と
「
は
」
と
が
連
接
し
た
「
に
は
」
形
と
な
っ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
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﹇
用
例
８
﹈は「
吉
野
の
瀧
の
激
流
に
は
や
は
り
及
ば
な
い
」と
解
釈
で
き
る
が
、

﹇
用
例
６
﹈﹇
用
例
７
﹈
と
同
じ
く
「
に
・
な
ほ
・
し
く
」
と
副
詞
「
な
ほ
」
と

共
起
し
、
文
末
が
「
け
り
」
で
終
止
す
る
形
と
な
っ
て
い
る（
注
２
）。
こ
の
形
は
、

定
型
化
し
て
お
り
、﹇
用
例
９
﹈﹇
用
例
10
﹈﹇
用
例
11
﹈
の
如
く
で
あ
る
。

﹇
用
例
12
﹈ 

百
重
に
も
来
し
か
（
及
）
ぬ
か
も
と
思
へ
か
も
君
が
使
ひ
の
見
れ

ど
飽
か
ざ
ら
む 

（
巻
四　

四
九
九
）

　
﹇
用
例
12
﹈は
、『
大
系
』頭
注
に「
来
及
か
ぬ
か
も
ー
重
ね
て
来
な
い
か
な
あ
。

シ
ク
は
シ
キ
リ
ニ
・
・
・
ス
ル
意
。
ヌ
カ
モ
は
願
望
の
助
詞
。」
と
あ
り
、『
新

大
系
』
で
は
、「「
来
し
か
ぬ
か
も
」
は
願
望
。
動
詞
「
し
く
」
は
、
物
事
が
重

ね
て
頻
り
に
生
ず
る
意
。」と
あ
る
。こ
こ
で
の「
ぬ
」は
打
ち
消
し
で
は
な
く「
ぬ

か
も
」
で
願
望
を
表
す
、
と
い
う
点
で
は
、
両
注
釈
書
は
共
通
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
の
「
し
く
」
は
、「
万
葉
集
」
の
他
の
用
例
か
ら
す
る
と
「
追
い
つ
く
」

と
い
う
原
義
か
ら
「
匹
敵
す
る
」「
お
よ
ぶ
」
と
い
っ
た
意
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
は
、
文
末
が
「「
し
く
」
＋
否
定
辞
」
用
法
と
同
じ
く
、
文

末
が
「
未
定
形
」
と
捉
え
る
と
、
そ
の
共
通
性
が
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
点
、『
時
代
別　

国
語
大
辞
典　

上
代
編
』
に
指
摘
す
る
「
し
く
」

【
及
】【
考
】
の
項
「
常
に
否
定
的
な
形
で
使
わ
れ
た
語
か
」
と
の
指
摘
は
、
実

際
の
「
万
葉
集
」
中
の
「
し
く
」
の
用
例
の
大
勢
は
、
否
定
語
と
共
に
共
起
し

て
い
る
が
、
否
定
辞
を
伴
わ
な
い
肯
定
形
の
み
の
用
法
も
あ
り
、
こ
の
﹇
用
例

12
﹈
は
、そ
の
中
間
的
性
格
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

三
、
中
古
の
「
し
く
」

﹇
用
例
13
﹈
孔
雀
ハ
ウ
ル
ハ
シ
ウ
カ
ザ
レ
ル
色
ナ
レ
ド
モ
、
カ
リ
ノ
ツ
バ
サ
ノ

ト
ヲ
ク
ト
ビ
ニ
ハ
シ
カ
ズ
。（
略
）」
ト
ノ
給
ヘ
リ
。

 

（「
三
宝
絵
」
下　

僧
宝　

１
３
８
頁
）

﹇
用
例
14
﹈
二
月
も
十
よ
日
に
な
り
ぬ
。（
略
）
み
る
に
も
、
か
や
う
の
こ
と
は

思
ひ
か
け
ざ
り
し
も
の
を
、
な
ど
思
へ
ば
、
い
み
じ
う
て
、

　
　

う
ち
払
ふ
塵
の
み
積
も
る
さ
む
し
ろ
も
嘆
く
数
に
は
し
か
じ
と
ぞ
思
ふ

 

（「
蜻
蛉
日
記
」
中
巻　

天
禄
二
年
二
月　

２
１
２
頁
）

﹇
用
例
15
﹈
道
慈
律
師
ノ
云
ク
、「（
略
）
神
ノ
心
ヲ
ヨ
ロ
コ
バ
シ
メ
テ
、
寺
ヲ

マ
ボ
ラ
シ
メ
ム
事
ハ
、
法
ノ
力
ニ
ハ
シ
カ
ジ
。」
ト
云
テ
、
大
般
若
教
ヲ
カ
キ

ヲ
キ
テ
、
此
会
ヲ
ハ
ジ
メ
オ
コ
ナ
ヘ
ル
ナ
リ
。

 

（「
三
宝
絵
」
下　

大
安
寺
大
般
若
会　

五
六
日　

１
８
３
頁
）

﹇
用
例
16
﹈
我
な
ら
ぬ
人
も
さ
ぞ
見
（
み
）
ん
な
が
月
の
有
明
の
月
に
し
か
じ

あ
は
れ
は 

（「
和
泉
式
部
日
記
」 

４
２
１
頁
）

　
﹇
用
例
13
﹈
は
、「
三
宝
絵
」
の
会
話
文
中
の
「
し
く
」
の
用
例
で
あ
る
が
、

「
万
葉
集
」
の
「
し
く
」
の
用
例
と
同
じ
く
助
動
詞
「
ず
」
と
承
接
し
「
し
か

ず
」
形
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
こ
こ
で
は
副
詞
「
な
ほ
」、
助
動
詞
「
け
り
」

と
は
共
起
し
て
お
ら
ず
、
先
行
す
る
助
詞
が
「
に
」
の
み
で
は
な
く
係
助
詞
と

連
接
し
た
「
に
は
」
と
な
っ
て
い
る
点
は
、「
万
葉
集
」﹇
用
例
７
﹈
の
用
例
と

同
等
の
も
の
で
あ
る
。

　
﹇
用
例
14
﹈は
、「
蜻
蛉
日
記
」和
歌
中
に
表
れ
た「
し
く
」の
用
例
で
、『
全
集
』

頭
注
に
、「「
如
か
じ
」
に
「
敷
か
じ
」
を
か
け
る
。」
と
の
指
摘
が
あ
り
、「
う

ち
払
う
筵
の
塵
の
多
さ
、
あ
の
人
の
訪
れ
も
な
く
、
こ
ん
な
に
も
積
も
っ
た
こ
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の
塵
の
数
も
、
わ
た
し
の
嘆
き
の
数
に
は
と
て
も
及
ぶ
ま
い
と
思
う
こ
と
だ
」

と
解
釈
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、「
ず
」で
は
な
く
、助
動
詞「
じ
」と
承
接
し
て「
に

は
し
か
じ
」
形
と
な
っ
て
お
り
、「
万
葉
集
」
の
「
し
く
」
の
用
法
と
は
異
な
っ

て
い
る
。

　
﹇
用
例
15
﹈
は
、「
三
宝
絵
」
の
会
話
文
中
の
用
例
で
、﹇
用
例
14
﹈
と
同
じ

く
助
動
詞
「
じ
」
と
「
し
く
」
が
承
接
し
「
に
は
し
か
じ
」
形
と
な
っ
て
お
り
、

﹇
用
例
16
﹈は
、「
和
泉
式
部
日
記
」の
和
歌
中
の
用
例
で
あ
る
が
、助
動
詞「
じ
」

と
承
接
し
、「
に
し
か
じ
」
形
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
三
宝
絵
」に
表
れ
た「
し
か
じ
」形
に
は
、次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。

﹇
用
例
17
﹈
王
ノ
宣
給
ハ
ク
、「
更
ニ
然
カ
セ
ジ
。
戒
ヲ
破
テ
空
シ
ク
生
ケ
ラ
ム

ヨ
リ
ハ
、
不
如
ジ
、
戒
ヲ
守
テ
早
ヤ
ク
死
ナ
ム
ニ
ハ
。（
略
）」
ト
云
テ
還
リ
至

リ
ヌ
。 

（「
三
宝
絵
」
上　

二　

持
戒
波
羅
密　

16
頁
）

﹇
用
例
18
﹈
コ
ヽ
ニ
ミ
ヅ
カ
ラ
オ
モ
ハ
ク
、「
是
ハ
昔
ノ
ム
ク
ヒ
ニ
ヨ
リ
テ
所
招

病
也
。
コ
ノ
ヨ
ノ
事
ニ
ハ
ア
ラ
ジ
」
ト
思
テ
、「
ナ
ガ
イ
キ
シ
テ
人
ニ
ニ
ク
マ

レ
ム
ヨ
リ
ハ
、シ
カ
ジ
、功
徳
ヲ
ツ
ク
リ
テ
ヤ
ク
シ
ナ
ム
ニ
ハ
」
ト
思
テ
、（
略
）

 

（「
三
宝
絵
」
中　

五　

衣
縫
う
伴
造
義
通　

１
０
０
頁
）

﹇
用
例
19
﹈
マ
コ
ト
ノ
位
、
カ
リ
ノ
迹
（
あ
と
）、
カ
レ
モ
コ
レ
モ
シ
リ
ガ
タ
シ
。

シ
カ
ジ
、
ミ
ナ
敬
ハ
ム
ニ
ハ
。
内
ノ
徳
、
外
ノ
形
、
サ
ダ
メ
ガ
タ
シ
。
シ
カ
ジ
、

シ
ベ
テ
嘆
（
ほ
め
）
む
に
は
。 

（「
三
宝
絵
」
下　

僧
宝　

１
３
８
頁
）

　
﹇
用
例
17
﹈
は
、「
会
話
文
」
中
の
用
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
り

「
し
か
じ
」
が
先
行
し
、「
む
・
に
は
」
が
文
末
に
出
現
す
る
、「
し
か
じ
・
・
・

む
に
は
」
形
と
な
っ
て
お
り
、所
謂
「
倒
置
表
現
」
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
「
心

話
文
」
中
の
﹇
用
例
18
﹈、「
地
の
文
」
の
﹇
用
例
19
﹈
も
「
し
か
じ
・
・
・
む

に
は
」
形
で
あ
り
、
文
の
種
類
の
特
徴
か
ら
す
れ
ば
、
会
話
文
、
心
話
文
、
地

の
文
全
て
に
出
現
し
て
お
り
、
こ
の
形
は
、「
三
宝
絵
」
に
お
い
て
は
、
偏
り

な
く
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う（
注
３
）。

﹇
用
例
20
﹈
節
（
せ
ち
）
は
五
月
に
し
く
月
は
な
し
。
菖
蒲
（
さ
う
ぶ
）・
蓬
（
よ

も
ぎ
）
な
ど
の
か
を
り
あ
ひ
た
る
、
い
み
じ
う
を
か
し
。

 

（
枕
草
子　

三
十
九
段　

85
頁
）

﹇
用
例
21
﹈（
源
氏
）「（
略
）
唐
土
に
は
、
春
の
花
の
錦
に
し
く
も
の
な
し
と
言

ひ
は
べ
め
り
。
や
ま
と
言
の
葉
に
は
、
秋
の
あ
は
れ
を
と
り
た
て
て
思
へ
る
、

い
づ
れ
も
時
々
に
つ
け
て
見
た
ま
ふ
に
、
目
移
り
て
え
こ
そ
花
鳥
の
色
を
も
音

を
も
わ
き
ま
へ
は
べ
ら
ね
。（
略
）」
と
聞
こ
え
た
ま
ふ
に
、（
略
）

 

（「
源
氏
物
語
」
薄
雲
（
二
）
４
５
２
頁
）

﹇
用
例
22
﹈（
中
将
）
咲
き
ま
じ
る
色
は
い
づ
れ
と
分
か
ね
ど
も
な
ほ
と
こ
な
つ

に
し
く
も
の
ぞ
な
き
大
和
撫
子
を
ば
さ
し
お
き
て
、
ま
づ
塵
を
だ
に
な
ど
、
親

の
心
を
と
る
。 

（「
源
氏
物
語
」
帚
木
（
一
）
１
５
９
頁
）

﹇
用
例
23
﹈
中
将
、「
そ
の
織
女
の
裁
ち
縫
ふ
方
を
の
ど
め
て
、
長
き
契
り
に
ぞ

あ
え
ま
し
。
げ
に
そ
の
龍
田
姫
の
錦
に
は
ま
た
し
く
も
の
あ
ら
じ
。
は
か
な
き

花
紅
葉
と
い
ふ
も
、
を
り
ふ
し
の
色
あ
ひ
つ
き
な
く
は
か
ば
か
し
か
ら
ぬ
は
、

露
の
は
え
な
く
消
え
ぬ
る
わ
ざ
な
り
。（
略
）」
と
、
言
ひ
は
や
し
た
ま
ふ
。

 

（「
源
氏
物
語
」
帚
木
（
一
）
１
５
３
頁
）

﹇
用
例
24
﹈
少
將
の
君
は
、
秋
の
草
む
ら
蝶
鳥
な
ど
を
白
銀
（
し
ろ
か
ね
）
し

て
つ
く
り
か
が
や
か
し
た
り
。
織
物
は
か
ぎ
り
あ
り
て
、
人
の
心
に
し
く
べ
い

や
う
な
け
れ
ば
、
腰
ば
か
り
を
例
に
た
が
へ
る
な
め
り
。

 

（「
紫
式
部
日
記
」
４
５
３
頁
）

﹇
用
例
25
﹈
女
の
殊
に
持
た
む
は
、
薬
王
品
に
如
く
は
無
し
、
如
説
修
行
年
経
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れ
ば
、
往
生
極
楽
疑
は
ず
。 

（「
梁
塵
秘
抄
」
巻
第
二　

１
５
３　

４
７
頁
）

　
﹇
用
例
20
﹈
は
「
枕
草
子
」
の
用
例
で
、
当
該
箇
所
の
三
巻
本
本
文
は
「
五

月
に
し
く
月
は
な
し
」、
能
因
本
本
文
は
「
五
月
に
し
く
は
な
し
」
と
な
っ
て

お
り
、
体
言
「
月
」
の
有
無
の
差
が
あ
る
が
、
こ
の
用
例
は
、「
し
く
」
の
確

定
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
し
く
」
の
対
象
は
、「
節
句
」
と

い
う
複
数
の
選
択
肢
の
な
か
で
の
比
較
で
あ
り
、
そ
こ
で
「
に
し
く
（
体
言
）

は
な
し
」
が
用
い
ら
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
「
漢
文
訓
読
」

的
な
用
語
は
出
現
し
て
い
な
い
。

　
﹇
用
例
21
﹈
は
、「
源
氏
物
語
」
の
「
会
話
文
」
中
の
用
例
で
、﹇
用
例
20
﹈

と
同
じ
く
、「
に
し
く
も
の
（
体
言
）
な
し
」
形
で
あ
る
。﹇
用
例
22
﹈
は
、「
源

氏
物
語
」の「
和
歌
」中
の
用
例
で
、「
入
り
ま
じ
っ
て
咲
い
て
い
る
花
の
色
は
、

ど
れ
が
と
く
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
区
別
が
つ
か
な
い
け
れ
ど
も
、
や
は
り
、
常

夏
ー
あ
な
た
に
及
ぶ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
解
釈
で
き
る
。こ
の
用
例
は
、「
に

し
く
も
の（
体
言
）な
し
」形
で
あ
る
が
、副
詞「
な
ほ
」が
先
行
し
て
い
る
点
、「
万

葉
集
」の
用
法
と
の
関
連
を
想
起
さ
せ
る
。﹇
用
例
23
﹈は
、「
源
氏
物
語
」の「
会

話
文
」
中
の
用
例
で
、『
全
集
』
頭
注
に
は
「「
如
く
」
と
「
敷
く
」
と
を
か
け
る
」

と
の
指
摘
が
あ
る
が
、こ
こ
で
は
、「
に
は
」
と
「
し
く
」
と
の
間
に
副
詞
「
ま

た
」
が
介
在
し
て
お
り
、
万
葉
集
中
の
「
な
ほ
」
の
よ
う
な
出
現
位
置
に
注
意

し
た
い
。
ま
た
、こ
こ
で
は
﹇
用
例
20
﹈
等
の
よ
う
に
「
に
し
く
も
の
否
定
語
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
否
定
語
が
「
あ
ら
じ
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
﹇
用
例
24
﹈
は
、「
紫
式
部
日
記
」
の
用
例
で
、「
織
物
は
身
分
に
よ
っ
て
制

限
が
あ
っ
て
、
着
る
人
の
思
い
の
ま
ま
に
は
な
ら
な
い
の
で
。」
と
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
「
や
う
」
が
体
言
と
し
て
表
出
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
用
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
。﹇
用
例
25
﹈
は
「
梁
塵
秘
抄
」
の
用
例
で

あ
る
が
、「
も
の
」
等
の
体
言
が
表
出
し
て
い
な
い
、「
に
し
く
は
な
し
」
形
と

な
っ
て
お
り
、『
新
大
系
』
は
、「
最
高
で
あ
る
」
即
ち
最
上
級
を
表
す
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、中
古
の
仮
名
文
中
に
お
け
る「
し
く
」の
用
例
を
調
査
す
る
と
、

「
に
し
く
は
な
し
」
形
は
固
定
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、

﹇
用
例
26
﹈
天
治
元
年
大
嘗
会
悠
紀
方
風
俗
歌
、
近
江
国
千
坂
の
浦
を
よ
め
る

　

参
議
俊
憲

　
　

君
が
代
の
数
に
は
し
か
じ
限
り
な
き
千
坂
の
浦
の
真
砂
な
り
と
も

 

（「
千
載
和
歌
集
」　

巻
第
十　

賀
歌　

６
３
７　

１
９
６
頁
）

　
﹇
用
例
26
﹈
の
よ
う
に
、
和
歌
中
に
用
い
ら
れ
た
「
し
く
」
で
、「
に
は
し

か
じ
」 

形
も
存
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
ま
た
こ
こ

は 

「
君
が
代
の
長
久
の
年
数
に
は
及
ぶ
ま
い
。
限
り
の
な
い
千
坂
の
浦
の
真
砂

（
無
限
）
の
数
で
あ
っ
て
も
。」
と
解
釈
で
き
よ
う
（
注
４
）。

　

四
、
中
世
の
「
し
く
」

　

中
世
後
期
の
「
し
く
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
、「
日
葡
辞
書
」
に
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
立
項
し
て
い
る
。

　

・X
icaji　

シ
カ
ジ
（
如
か
じ
）

　

・xiqi,u　

シ
キ
，
ク
（
如
き
，
く
）　

　
「
日
葡
辞
書
」
に
は
、
肯
定
形
、
否
定
形
両
形
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ロ

ド
リ
ゲ
ス
「
日
本
大
文
典
」
に
は
、
更
に
詳
し
く
動
詞
「
し
く
」
に
関
し
て
言
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及
し
た
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
纏
め
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

○N
i（

に
）、N

im
o

（
に
も
）

○
動
詞
のN

iru

（
似
る
）、X

iqu

（
如
く
）、Coto narazu

（
異
な
ら
ず
）、

V
oyobu

（
及
ぶ
）、A

razu

（
非
ず
）、V

onaji（
同
じ
）
は
、N

i（
に
）
を
伴
っ

た
不
定
法
を
と
る
。
読
む
に
は
如
か
じ
（xicaji

） 

（「
日
本
大
文
典
」
95
頁
）

○X
iqu

（
如
く
）
は
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
意
で
あ
っ
て
、
肯
定
活
用
に
次

の
形
が
あ
る
。X

iqu

（
如
く
）、xicanya

（
如
か
ん
や
）、xican

（
如
か
ん
）、

xicubequiuanaxi（
如
く
べ
き
は
な
し
）。
○
否
定
活
用
にX

icanu

（
如
か
ぬ
）、

xicazu

（
如
か
ず
）、xicaji（
如
か
じ
）、xiqubecarazu

（
如
く
べ
か
ら
ず
）。

例
へ
ば
、
己
に
如
か
ざ
る
者
を
友
と
す
る
事
な
か
れ
。（
無
友
不
如
己
者
）「
論

語
」
巻
一 
（「
日
本
大
文
典
」
１
８
５
頁
）

　

ま
ず
、「
し
く
」
に
関
し
て
、
助
詞
「
に
」「
に
も
」
と
共
起
す
る
、
と
い
う

指
摘
は
、
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
原
義
は
「
す
ぐ
れ
て
い
る
」
と
し
、
肯
定
形

と
し
て
終
止
形
の
「
し
く
」、
ま
た
助
動
詞
と
共
に
用
い
ら
れ
た
「
し
か
ん
」

を
指
摘
し
、
否
定
形
と
し
て
「
し
か
ず
」「
し
か
ぬ
」「
し
か
じ
」「
し
く
べ
か

ら
ず
」
両
形
を
挙
げ
て
お
り
、
考
察
す
る
上
で
も
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

　

以
下
、
実
例
に
則
し
て
コ
メ
ン
ト
す
る
。

﹇
用
例
27
﹈
昔
、
齋
衡
の
こ
ろ
と
か
、
大
地
震
ふ
り
て
、
東
大
寺
の
仏
の
御
首

落
ち
な
ど
、
い
み
じ
き
事
ど
も
は
べ
り
け
れ
ど
、
な
ほ
こ
の
度
に
は
し
か
ず
と

ぞ
。 

（「
方
丈
記
」
33
頁
）

　
﹇
用
例
27
﹈
の
用
例
は
、副
詞
「
な
ほ
」
が
「
し
く
」
に
先
行
し
て
お
り
、「
に

は
し
か
ず
」
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
用
例
は
、「
そ
れ
で
も
今
度
ほ
ど
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」
と
解
釈
で
き
る
が
、「
方
丈
記
」
に
お
い
て

は
、
他
に
「
に
は
し
か
ず
」
形
が
２
例
、「
に
は
し
か
じ
」
形
が
１
例
存
す
る
。

ま
た
、「
し
く
」
に
先
行
す
る
助
詞
は
「
に
は
」
で
あ
り
、「
方
丈
記
」
の
統
一

的
な
用
法
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

﹇
用
例
28
﹈
文
字
の
法
師
・
暗
證
の
禪
師
、
た
が
ひ
に
測
り
て
、
己
に
し
か
ず

と
思
へ
る
、
共
に
あ
た
ら
ず
。 

（「
徒
然
草
」
第
百
九
十
三
段　

２
４
９
頁
）

﹇
用
例
29
﹈
康
頼
、「
ソ
レ
ヲ
バ
頸
ヲ
取
ニ
ハ
不
如
（
し
か
ず
）」
ト
テ
、瓶
子
（
へ

い
じ
）
ノ
頸
ヲ
取
テ
入
ニ
ケ
リ
。（「
延
慶
本
平
家
物
語
」
上　

第
一
本　

70
頁
）

﹇
用
例
30
﹈
禹
の
行
き
て
、
三
苗
（
さ
ん
べ
う
）
を
征
せ
し
も
、
師
（
い
く
さ
）

を
班
（
か
へ
）
し
て
、
徳
を
敷
く
に
は
し
か
ざ
り
き
。

 

（「
徒
然
草
」
第
百
七
十
一
段　

２
２
９
頁
）

﹇
用
例
31
﹈
楽
欲
す
る
所
、
一
つ
に
は
名
な
り
。
名
に
二
種
あ
り
。
行
跡
と
才

藝
と
の
誉
な
り
。
二
つ
に
は
色
欲
、
三
つ
に
は
味
な
り
。
萬
の
ね
が
ひ
、
こ
の

三
つ
に
は
し
か
ず
。
こ
れ
、
顛
倒
（
て
ん
だ
う
）
の
相
よ
り
お
こ
り
て
、
若
干

の
わ
づ
ら
ひ
あ
り
。
も
と
め
ざ
ら
ん
に
は
し
か
じ
。

 

（「
徒
然
草
」
第
二
百
四
十
二
段　

２
８
８
頁
）

﹇
用
例
32
﹈
蝉
ガ
喧
シ
ウ
鳴
ク
モ
文
殊
ノ
口
ト
同
モ
ノ
デ
、
維
摩
ノ
一
黙
ニ
シ

カ
ヌ
ゾ
。 

（「
湯
山
聯
句
鈔
」
虞
韻　

３
７
２
頁
）

﹇
用
例
33
﹈
凡
夫
は
貴
人
・
高
家
の
傍
に
近
付
く
こ
と
は
無
益
ぢ
ゃ
。
も
し
そ

の
顧
み
が
な
く
は
、
た
ち
ま
ち
気
に
違
ひ
、
禍
に
会
は
う
ず
れ
ば
、
た
だ
貧
楽

に
は
し
か
ぬ
。

 

（「
天
草
本
伊
曽
保
物
語
」
鼠
の
こ
と　

下
心　

４
４
９
―
７　

83
頁
）
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﹇
用
例
34
﹈
俊
寛
そ
れ
を
ば
な
ん
と
せ
う
ぞ
と
い
は
れ
た
れ
ば
、
西
光
法
師
首

を
と
る
に
は
し
か
ぬ
と
、
言
ひ
さ
ま
に
、
瓶
子
の
首
を
と
っ
て
う
ち
に
入
ら
れ

た
。 

（「
天
草
本
平
家
物
語
」
２
０
―
４
）

　
﹇
用
例
28
﹈
は
、「
に
・
し
か
ず
」
で
あ
る
が
、比
較
の
対
象
は
「
己
」
で
あ
り
、

「
た
が
ひ
に
測
」
る
の
で
あ
る
。﹇
用
例
29
﹈
は
、「
し
か
ず
」
の
対
象
が
「
に
は
」

に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
複
数
の
選
択
肢
の
中
で
の
最
良
の
選
択
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。﹇
用
例
30
﹈
も
、「
し
か
ず
」
の
対
象
が
「
に
は
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、

ま
た
「
に
（
は
）
し
か
ず
」
と
「
き
」
と
が
承
接
し
た
、「
に
は
し
か
ざ
り
き
」

形
と
な
っ
て
い
る
。﹇
用
例
31
﹈
は
、「
に
は
し
か
ず
」
と
「
に
は
し
か
じ
」
と

が
近
接
し
た
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
用
例
で
あ
り
、「
に
し
か
じ
」
形
は
中

古
か
ら
出
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、「
に
」
と
「
は
」
の
連
接
し
た

「
に
は
し
か
じ
」
が
見
受
け
ら
れ
、「
に
は
」
で
示
さ
れ
た
「
し
く
」
の
対
象
は
、

そ
の
中
で
の
最
高
の
選
択
、
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、﹇
用
例
32
﹈﹇
用
例
33
﹈﹇
用
例
34
﹈
は
、「
日
本
大
文
典
」
が
指
摘
す

る
「
に
（
は
）
し
か
ぬ
」
形
の
用
例
で
あ
り
、こ
れ
ら
は
中
古
に
は
見
ら
れ
な
い
。

尤
も
こ
の
形
は
、「
に
し
か
ず
」
形
の
「
ず
」
が
「
ぬ
」
に
変
容
し
た
語
形
で

あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
が
、「
日
葡
辞
書
」
で
は
、「（
に
）
し
か
ず
」「
に
し
か
ぬ
」

形
が
掲
載
さ
れ
ず
に
「（
に
）
し
か
じ
」
形
の
み
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、「
し
く
＋
否
定
語
」
形
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
見
ら
れ
た
「
じ
」
で
は
な
く
、「
に
は
し
く
ま
じ
い
」
形
が
出
現
す
る
。

以
下
用
例
を
示
す
。

﹇
用
例
35
﹈（
略
）
心
に
思
ふ
や
う
は
、「
さ
て
も
、
我
ら
が
業
ほ
ど
、
も
の
憂

い
こ
と
は
あ
る
ま
じ
い
。
山
野
を
家
に
し
、
田
畠
に
汗
を
流
し
、
氷
を
耕
し
、

雨
を
植
ゆ
る
こ
と
は
、
か
や
う
の
料
簡
を
弁
（
わ
き
ま
）
へ
ぬ
故
ぢ
ゃ
。
只
今

か
ら
一
跡
を
沽
却
し
て
、
船
の
上
の
商
ひ
を
す
る
に
は
、
し
く
ま
じ
い
」
と
思

う
て
（
略
）

 

（「
天
草
本
伊
曽
保
物
語
」
大
海
と
野
人
の
事　

４
７
２
―
14　

１
３
１
頁
）

﹇
用
例
36
﹈（
略
）
譬
へ
を
述
べ
て
言
ふ
は
、「（
略
）
そ
の
時
狼
が
心
に
思
ふ
や

う
は
、『
武
略
を
も
っ
て
誑
（
た
ぶ
ら
）
か
さ
う
に
は
し
く
ま
じ
い
』
と
（
略
）」

と
言
ひ
終
っ
て
、（
略
） 

（「
天
草
本
伊
曽
保
物
語
」
４
２
９
―
７　

52
頁
）

﹇
用
例
37
﹈
さ
あ
れ
ば
こ
れ
か
ら
都
へ
上
っ
て
妻
子
を
見
て
の
ち
、
妄
念
を
離

れ
て
自
害
せ
う
に
は
し
く
ま
じ
い
と
定
め
ら
れ
た
と
、
聞
こ
え
ま
ら
し
た
。

 

（「
天
草
本
平
家
物
語
」
巻
第
四　

２
９
０
―
22
）

﹇
用
例
38
﹈
う
き
世
を
厭
う
て
、
ま
こ
と
の
道
に
入
ら
う
ず
る
に
は
し
く
ま
じ

い
と
言
う
て
、（
略
） 

（「
天
草
本
平
家
物
語
」
巻
第
四　

３
０
７
―
８
）

﹇
用
例
39
﹈
た
だ
お
様
を
変
へ
さ
せ
ら
れ
て
、
こ
の
後
世
を
弔
は
せ
ら
れ
う
ず

る
に
は
し
く
ま
じ
い
と
、
申
し
た
れ
ば
、
北
の
方
げ
に
も
と
あ
っ
て
、
泣
く
泣

く
様
を
変
へ
て
、
か
の
後
世
を
弔
は
れ
た
と
申
す
。

 

（「
天
草
本
平
家
物
語
」
巻
第
四　

３
２
３
―
16
）

　
﹇
用
例
35
﹈
か
ら
﹇
用
例
39
﹈
ま
で
が
、そ
の
用
例
で
あ
り
、そ
の
中
で
、﹇
用

例
36
﹈
は
、「
計
略
を
も
っ
て
し
て
だ
ま
し
て
や
ろ
う
」
と
い
う
意
で
あ
る
が
、

「
日
本
大
文
典
」
に
は
、「X

iqu

（
如
く
）。
勝
っ
て
い
る
。
例
へ
ば
、
こ
れ
に

如
か
ぬ
。
武
略
を
以
て
誑
か
さ
う
に
は
如
く
ま
じ
。」
の
用
例
に
対
し
て
、「
脚

注
」
で
、
１
５
９
３
年
刊
天
草
版
伊
曽
保
物
語
の
文
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
末

尾
がxicum

ajij（
如
く
ま
じ
い
）
と
な
っ
て
ゐ
る
。」
と
指
摘
し
、「
ま
じ
」
か

ら
「
ま
じ
い
」
へ
の
変
容
を
指
摘
す
る（
注
５
）。

　

ま
た
、
否
定
語
を
伴
わ
な
い
「
し
く
」
の
用
法
も
存
す
る
。
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﹇
用
例
40
﹈
彼
ヲ
聞
ヽ
是
ヲ
ミ
ル
ニ
、「
誰
ニ
譲
テ
カ
歎
カ
ザ
ラ
ム
。
何
ツ
ヲ
期

シ
テ
カ
勤
ザ
ラ
ン
」
ト
、
深
ク
思
召
取
テ
、
真
実
報
恩
ノ
道
ニ
趣
キ
、
解
脱
ド

ウ
サ
ウ
ノ
衣
ヲ
染
御
す
。
実
ニ
善
知
識
者
、
大
因
縁
也
。
何
事
カ
コ
レ
ニ
シ
カ

ム
。 

（「
延
慶
本
平
家
物
語
」
下　

第
六
本　

４
２
７
頁
）

﹇
用
例
41
﹈
そ
の
趣
は
、「
今
我
、
天
に
も
地
に
も
付
か
ぬ
宮
殿
楼
閣
を
一
つ
建

立
せ
う
と
の
望
み
ぢ
ゃ
。
願
は
く
は
、
そ
の
国
か
ら
作
者
一
人
を
遣
は
さ
れ
、

不
審
の
様
を
も
開
か
せ
た
ら
ば
、
何
の
幸
ひ
か
こ
れ
に
し
か
う
ぞ
（xic
zo

）

 

？

（
略
）」
と
書
か
れ
た
。 
（「
天
草
本
伊
曽
保
物
語
」
４
３
４
―
７　

58
頁
）

　
﹇
用
例
40
﹈
は
、「
延
慶
本
平
家
物
語
」
の
用
例
で
、「
何
事
」
と
疑
問
詞
と

共
に
用
い
ら
れ
、形
態
上
は
、否
定
語
は
な
く
「
に
・
し
か
む
」
と
肯
定
形
に
な
っ

て
い
る
。﹇
用
例
41
﹈
も
、
否
定
語
を
伴
わ
な
い
「
し
く
」
の
用
法
で
あ
る
が
、

や
は
り
「
な
に
」
と
い
う
疑
問
詞
と
共
起
し
た
用
例
で
あ
り
、「
し
か
う
ぞ
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
こ
れ
以
上
の
幸
い
は
あ
り
ま
す
ま
い
」
と
解

釈
で
き
る
が
、
こ
の
用
例
の
文
末
詞
「
ぞ
」
に
つ
い
て
、「
句
の
中
に
或
疑
問

名
詞
が
あ
る
場
合
に
は
、
常
に
そ
の
疑
問
を
表
す
た
め
に
助
辞Zo
（
ぞ
）
を
終

に
置
く
。
疑
問
名
詞
が
先
行
す
る
場
合
、
そ
れ
は
単
な
る
疑
問
の
標
し
に
過
ぎ

な
い
。」
と
「
日
本
大
文
典
」
に
指
摘
が
あ
り（
注
６
）、
意
味
的
観
点
か
ら
し
て

も
、 「
反
語
」 

と
い
う
否
定
的
な
意
味
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、 「
し

く
＋
否
定
辞
」
形
と
の
共
通
性
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

﹇
用
例
42
﹈
欲
を
成
じ
て
た
の
し
び
と
せ
ん
よ
り
は
、
し
か
じ
、
財
な
か
ら
ん

に
は
。
癰
（
よ
う
）・
疽
（
そ
）
を
病
む
者
、
水
に
洗
ひ
て
た
の
し
び
と
せ
ん

よ
り
は
、
病
ま
ざ
ら
ん
に
は
し
か
じ
。
こ
ゝ
に
い
た
り
て
は
、
貧
富
分
（
わ
）

く
所
な
し
。
究
竟
（
く
き
や
う
）
は
理
即
（
り
そ
く
）
に
ひ
と
し
。
大
欲
は
無

欲
に
似
た
り
。 

（「
徒
然
草
」
第
二
百
十
七
段　

２
６
５
頁
）

﹇
用
例
43
﹈サ
レ
バ
楽
天
ノ
詞
ニ
ハ
、『（
人
木
石
に
あ
ら
ざ
れ
ば
皆
情
け
あ
り
。）

不
如
傾
城
ノ
色
ニ
相
ア
ハ
ザ
ラ
ム
ニ
ハ
（
け
い
せ
い
の
色
に
あ
は
ざ
ら
む
に
は

し
か
じ
）』
ト
宣
ヘ
リ
。
今
此
事
ヲ
思
ニ
モ
、
身
ヲ
山
林
ノ
間
ニ
宿
シ
、
命
ヲ

仏
陀
ニ
仕
奉
テ
、『（
略
）』
ノ
文
ヲ
憑
（
た
の
み
）
テ
、シ
カ
ジ
出
家
ヲ
セ
バ
ヤ
」

ト
ゾ
思
ケ
ル
。 

（「
延
慶
本
平
家
物
語
」
下　

第
五
末　

３
２
８
頁
）

﹇
用
例
44
﹈
人
々
是
ヲ
聞
テ
、「（
略
）
設
（
た
と
ひ
）
一
方
ヲ
打
破
テ
通
リ
タ

リ
ト
モ
、
朝
敵
（
て
う
て
き
）
ト
成
ヌ
ル
上
ハ
、
ツ
イ
ニ
安
穏
ナ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

シ
カ
ジ
、
人
手
ニ
懸
（
か
か
）
ラ
ム
ヨ
リ
ハ
、
各
自
害
ヲ
ス
ベ
シ
」
ト
云
ケ
レ

バ
、（
略
） 

（「
延
慶
本
平
家
物
語
」
上　

第
二
末　

５
１
３
頁
）

﹇
用
例
45
﹈「
サ
リ
ト
テ
此
事
営
マ
デ
モ
、衆
ニ
交
ラ
ム
事
、人
ナ
ラ
ズ
、只
カ
ヽ

ル
身
ニ
テ
ハ
、世
二
有
テ
モ
何
（
い
か
）
ガ
ハ
セ
ム
。
シ
カ
ジ
、出
家
入
道
（
し

ゆ
つ
け
に
ふ
だ
う
）
シ
テ
失
（
う
せ
）
ナ
ム
」
ト
ゾ
、
思
ナ
リ
ニ
ケ
ル
。

 

（「
延
慶
本
平
家
物
語
」
上　

第
３
本　

５
８
０
頁
）

﹇
用
例
46
﹈
シ
カ
ジ
、
タ
ヾ
衣
ヲ
ウ
チ
振
ウ
テ
、
一
片
ノ
田
地
ヲ
耕
テ
居
ル
ホ

ド
ノ
コ
ト
ハ
ア
ル
マ
イ
ゾ
。

 

（「
中
華
若
木
詩
抄
」　

１
０
２
「
夢
山
居
」　

１
２
２
頁
）

　
﹇
用
例
42
﹈
か
ら
﹇
用
例
46
﹈
は
、「
し
か
じ
」
が
先
行
し
、
倒
置
的
表
現
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
用
例
で
あ
る
。﹇
用
例
42
﹈
は
、「
し
か
じ
・
・
・
ん
に
は
」

と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
文
末
を
、
推
量
の
助
動
詞
「
ん
」
と
「
に
は
」
と
が

承
接
し
た
「
ん
に
は
」
で
結
ぶ
形
式
は
、
中
古
に
見
ら
れ
た
﹇
用
例
17
﹈
の
よ

う
な
「
む
に
は
」
の
用
例
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ

の
用
例
で
は
、後
接
部
に
「
に
ひ
と
し
」「
に
似
た
り
」
と
あ
り
、そ
れ
ら
と
「
に

－ 31 －



（
は
）し
か
じ
」と
の
共
通
性
を
指
摘
で
き
る
。﹇
用
例
43
﹈は
、「
に
は
し
か
じ
」

形
も
出
現
す
る
が
、
そ
の
直
後
に
、「
し
か
じ
」
が
先
行
し
「
シ
カ
ジ
出
家
ヲ

セ
バ
ヤ
」
と
倒
置
形
で
、
し
か
も
助
詞
「
ば
や
」
で
終
止
し
て
お
り
、﹇
用
例

44
﹈
は
、
文
末
が
「
べ
し
」、﹇
用
例
45
﹈
は
文
末
が
「（
な
）
む
」、﹇
用
例
46
﹈

は
「
ま
い
（
ぞ
）」
と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
し
く
」
倒
置
表
現
に
お
い
て
は
、「
し
く
」
は
「
じ
」
と
承

接
し
た
「
し
か
じ
」
形
の
み
で
あ
り
、
ま
た
、「
む
・
に
は
」
で
文
が
終
止
す

る
前
代
と
同
用
法
の
も
の
と
共
に
、「
ば
や
」「
む
」「
べ
し
」「
ま
い
」
と
い
っ

た
「
未
実
現
」
の
助
辞
と
共
起
す
る
用
法
が
中
世
期
に
出
現
す
る
の
で
あ
る
。

﹇
用
例
47
﹈
サ
テ
平
山
申
ケ
ル
ハ
、「
ツ
ク

ぐ
世
間
ノ
相
（
さ
う
）
ヲ
ミ
ル
ニ
、

直
（
あ
た
）
ヒ
代
リ
ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
大
事
ノ
空
ヲ
ユ
ヅ
ル
ハ
父
母
二
親
（
ふ

ぼ
に
し
ん
）
ニ
シ
ク
ハ
ナ
シ
。（
略
）」
ト
ゾ
悦
ケ
ル
。

 

（「
延
慶
本
平
家
物
語
」
下　

第
五
本　

１
９
１
頁
）

﹇
用
例
48
﹈
ふ
し
「
松
の
酒
宿
梅
つ
ほ
の
、　

柳
の
酒
に
し
く
は
な
し
。

 

（「
天
正
狂
言
本
」
も
ち
酒
）

﹇
用
例
49
﹈
そ
れ
神
代
の
御
時
は
、
そ
さ
の
お
の
尊
と
現
じ
、
あ
め
つ
ち
開
け

は
じ
ま
り
し
よ
り
、
此
か
た
、
当
所
出
雲
の
大
社
を
宮
居
し
、
仏
法
を
守
護
し
、

人
民
を
は
ご
く
み
、
国
土
ゆ
た
か
に
守
り
、
弓
矢
の
家
を
も
つ
は
ら
と
し
給
ふ

事
も
、
是
皆
当
社
の
御
神
に
、
し
く
は
な
し
、
有
難
か
り
し
た
め
し
な
り
と
、

祝
詞
を
申
納
め
て
（
略
）

 

（「
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
」
中　

の
つ
と
う
か
ぐ
ら　

２
８
１
頁
）

﹇
用
例
50
﹈
先
ヅ
目
出
度
コ
ト
ナ
ル
ホ
ド
ニ
、
ア
ワ
レ
、
コ
ノ
夢
ガ
合
ヘ
カ
シ
、

ト
ノ
カ
ク
ニ
祈
祷
ス
ル
ニ
シ
ク
ハ
ナ
イ
ホ
ド
ニ
俄
ニ
香
ヲ
焚
キ
替
ヘ
、
灯
ヲ
別

ニ
ト
ボ
シ
カ
ヘ
テ
、
鬼
神
ヲ
礼
シ
テ
（
略
）
ト
云
ゾ
。

 

（「
中
華
若
木
詩
抄
」
２
２
７
「
征
婦
詞
」　

２
６
１
頁
）

﹇
用
例
51
﹈
し
か
れ
ば
こ
と
ば
を
学
び
が
て
ら
に
日
域
の
往
時
を
と
む
ら
ふ
べ

き
書
こ
れ
多
し
と
い
へ
ど
も
、
な
か
ん
づ
く
叡
山
の
住
侶
、
文
才
に
名
高
き
玄

恵
法
印
の
制
作
平
家
物
語
に
し
く
は
あ
ら
じ
と
思
ひ
、
こ
れ
を
選
ん
で
書
写
せ

ん
と
欲
す
る
に
臨
ん
で
、（
略
） 

（「
天
草
本
平
家
物
語
」
序　

２
―
２
８
）

﹇
用
例
52
﹈
下
官
ヲ
視
テ
曰
く
・
新
―
婦
・
ツ
ク

ぐ
人
を
見
ル
こ
と
多
シ
。

少
―
府
―
公
に
如
ク
モ
ノ
無
シ
・
少
府
公
は
乃
（
チ
）・
是
・
仙
ー
才
な
り
。

 

（「
醍
醐
寺
蔵
本　

遊
仙
窟
」
13
ウ
８　

１
０
９
頁
）

﹇
用
例
53
﹈（
略
）
秋
雨
梧
桐
葉
落
時
ト
作
リ
、
雨
滴
梧
桐
秋
夜
長
ナ
ン
ド
ト
云

テ
、
百
感
ヲ
催
ス
ハ
雨
ニ
シ
ク
モ
ノ
ハ
ナ
イ
ゾ
。

 

（「
中
華
若
木
詩
抄
」
２
１
８
「
落
葉
」　

２
５
１
頁
）

﹇
用
例
54
﹈
師
こ
こ
に
お
い
て
予
に
示
し
給
ふ
は
、
工
匠
の
家
屋
を
作
ら
ん
と

欲
す
る
に
は
、
ま
づ
そ
の
器
物
を
利
く
し
、
漁
人
の
魚
鱗
を
得
ん
と
思
ふ
と
き

ん
ば
、
退
い
て
網
を
結
ぶ
に
し
く
こ
と
な
し
。

 

（「
天
草
本
平
家
物
語
」
序　

２
―
１
４
）

　
﹇
用
例
47
﹈
か
ら
﹇
用
例
50
﹈
は
、「
し
く
は
な
し
（
な
い
）」
の
用
例
で
、「
及

ぶ
も
の
は
な
い
」「
最
良
の
選
択
で
あ
る
」
と
解
釈
で
き
る
用
例
で
あ
る
。
例

え
ば
、﹇
用
例
48
﹈
は
、「
柳
の
酒
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
」「
及
ぶ
も
の
は
な
い
。

か
な
う
も
の
は
な
い
。
い
ち
ば
ん
よ
い
。「
し
く
」
は
追
い
つ
く
。
及
ぶ
。
匹

敵
す
る
。」
等
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
（
注
７
）、「
し
く
」
の
対
象
は
、「
に
」

に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
古
の
用
法
「
し
く
は
な
し
」
形

と
同
一
で
あ
る
。
ま
た
、﹇
用
例
51
﹈
は
、「
な
し
」
が
「
あ
ら
じ
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
も
同
様
に
捉
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、﹇
用
例
52
﹈
は
「
し
く
も
の
な
し
」、﹇
用
例
53
﹈「
し
く
も
の
は
な
い
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（
ぞ
）」、﹇
用
例
54
﹈「
し
く
こ
と
な
し
」
で
あ
り
、「
し
く
」
の
対
象
、
比
較
の

基
準
は
、格
助
詞「
に
」に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
点
、「
し
く
は
な
し（
な
い
）」

と
同
じ
で
あ
っ
て
、「
し
く
」
と
否
定
語
と
の
間
に
介
在
す
る
体
言
は
、
中
古

の「
し
く
」の
よ
う
な「
月
」「
と
こ
な
つ
」と
い
っ
た
具
体
的
な
体
言
で
は
な
く
、

「
も
の
」「
こ
と
」
と
い
っ
た
所
謂
形
式
体
言
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
あ

ろ
う
。

　

五
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
時
代
を
追
っ
て
「
し
く
」
の
意
味
用
法
を
考
察
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
し
く
」
が
肯
定
形
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
、
上
代
に
限
ら

れ
る
こ
と
、中
古
以
降
は
、否
定
辞
と
共
起
す
る
こ
と
、中
古
で
は
副
詞
「
な
ほ
」

と
共
起
す
る
用
例
が
多
い
こ
と
、
ま
た
否
定
辞
と
共
起
し
な
い
場
合
は
、
疑
問

詞
と
用
い
ら
れ
る
が
、
意
味
的
に
は
否
定
と
な
る
こ
と
、
倒
置
表
現
は
「
し
か

じ
」
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
文
末
は
「
む
」
な
ど
の
「
未
定
形
」
を
表
す
助
詞
と

共
起
す
る
こ
と
、
等
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

右
の
よ
う
な
結
果
か
ら
も
、
動
詞
「
似
る
」
と
「
し
く
」
と
は
、
否
定
辞
と

共
起
す
る
用
法
が
多
く
、
対
象
が
格
助
詞
「
に
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
等

を
勘
案
し
て
、
近
似
の
性
質
を
有
す
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

他
の
語
形
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ご
教
授
賜
れ

ば
、
幸
い
で
あ
る
。

（
尚
、
本
文
は
「
源
氏
物
語
」
は
、
小
学
館
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』、
そ
の
他

は
岩
波
書
店
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
依
っ
た
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
、
各
種
索
引
、
注
釈
書
を
利
用
し
た
。）

　
（
注
）

（
注
１
） 

漢
文
訓
読
語
「
シ
ク
」
は
、
所
謂
一
般
的
な
概
説
書
に
よ
れ
ば
、「
比

較
」乃
至
は「
選
択
」と
し
て
指
摘
さ
れ
、「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。」

の
よ
う
な
「
し
か
ず
」
は
、「
二
つ
の
も
の
の
比
較
」、「
臣
を
知
る
は

君
に
如
く
は
莫
し
。」
は
「
多
く
の
も
の
の
う
ち
で
の
比
較
。」
と
説

か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、「
し
く
」
の
対
象
、
比
較
の
基
準
は
、

格
助
詞
「
に
」、
ま
た
は
「
に
」
と
「
は
」
と
が
複
合
し
た
「
に
は
」

で
示
さ
れ
る
、
と
指
摘
さ
れ
る
。

（
注
２
） 『
大
系
』
頭
注
に
「
や
っ
ぱ
り
お
よ
ば
な
い
な
あ
と
感
じ
る
。
ナ
ホ
は

ヤ
ハ
リ
の
意
。（
略
）
ナ
ホ
は
、
肯
定
の
場
合
は
、
そ
の
上
に
加
え
て

の
意
。
否
定
の
場
合
は
、
全
く
、
全
然
の
意
を
表
わ
す
。
ケ
リ
は
感

動
を
新
た
に
す
る
意
。」
と
指
摘
が
あ
る
。

（
注
３
） 

ま
た
、
一
方
で
、「
し
か
じ
・
・
・
む
に
は
」
形
は
、「
倒
置
法
」
と

い
う
性
格
か
ら
し
て
、
多
分
に
「
文
章
語
」
的
で
あ
る
と
も
と
考
え

ら
れ
る
。

（
注
４
） 

こ
の
和
歌
は
、「
君
が
代
は
限
り
も
あ
ら
じ
長
浜
の
真
砂
の
数
は
よ
み

つ
く
す
と
も
」（「
古
今
和
歌
集
」
神
遊
歌
）
を
ふ
ま
え
て
お
り
、「
し

か
じ
」
と
「
あ
ら
じ
」
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。

（
注
５
） 「
日
本
大
文
典
」
３
８
１
頁
参
照
。「
じ
」
か
ら
「
ま
じ
」
へ
の
変
遷

過
程
や
「
ま
じ
」
と
「
ま
じ
い
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
す
べ

き
で
あ
る
が
、
紙
面
の
関
係
で
こ
こ
で
は
、
省
略
す
る
。

（
注
６
） 「
日
本
大
文
典
」
３
３
８
頁
に
「
例
へ
ば
、
何
の
幸
こ
れ
に
如
か
う
ぞ

（xic
zo

）。」
と
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。

（
注
７
） 『
天
正
狂
言
本
全
釈
』
の
解
釈
を
参
照
。
ま
た
、
同
書
で
は
「
能
・
姨

捨
「
弥
陀
光
明
に
し
く
は
な
し
」
を
挙
げ
て
い
る
。
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） 
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漢
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読
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） 

・
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脇
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二
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国
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（
も
り
わ
き
・
し
げ
ひ
で
）
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